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平成29年度 滋賀県立柳が崎ヨットハーバー艇庫利用者協議会

一般会計 収支決算書

分 2.000円 X l団体
年分 2.000円 X l団体
分 2.000円 X 2団体

口資料、連絡用案内文、会費納入依頼
文、事務用資料印刷、およびコピー代、事

活動時安全対策向上事業(安全対策向上

品交付)11団体、 121,986円

次期繰越金

収入の部合計

731,946

支出の部小計

153,144 =

(単位 :円 )

差引 (次期繰越金 )

578,802



滋賀県立柳が崎ヨットハーバー艇庫利用者協議会 会長様

上記のとおり報告いたします。
平成30年4月 /θ 日

平成29年度 会計

平成29年度  会計監査報告書

平成29年度の滋賀県立柳が崎ヨットハーバー艇庫利用者協議会の会計につ
いて、監査の結果適正に処理されていることを確認しましたので報告いたしま
す。

滋賀県立柳が崎ヨットハーバー艇庫利用者協議会 会長様

平成30年4月 ノ/日

平成29年度 監査役
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平成 29年度 取 り組み報告

1,総会の開催
(1)平成 29年度総会・ 00平成 29年 5月 13日 (土)10時 00分～ BYC艇庫
① H28決算報告 。取り組み報告について(承認される。)
② H29年度収支予算篠 )については認される。)
*H29年度事業として、①活動時安全対策事業の実施、②新「うみのこ」建造
に伴い寄付金をすることとなるb

2.艇庫利用団体連絡用レターボックスの設置継続
平成 23年 9月 に艇庫利用団体の連絡を密にするためレターボックスを設置、平
成 29年度も設置を継続しました。 (設置場所 :ハーバー事務所前)
3.活動時安全対策事業の実施
加入団体のセーリング活動時の安全対策の向上を図るため、安全対策に必要な

機材やレスキュー艇に必要な機材を配布しました。

(通知)H29年 6月 18日
(受付期間)H29年 6月 18日 ～ 7月 16日
(申請条件)①協議会会員であること。②過去 3年間の会費が納入されていること。
(配布団体)11団 体
・琵琶湖ヨット倶楽部 。湖翔ヨットクラブ ・京都府セーリング連盟
・京都大学体育会ヨット部 。大津市役所ヨット部 ・草津ヨット協会
・龍谷大学体育会ヨット部  ・京都府立医科大学ヨット部
・関西医科大学機ヨット部  ・佛教大学体育会ヨット部  ・ケロクスクラブ

(酉己布機材)・ 救命浮環 1団体  。エアフェインダー(2本 1セット)4団 体
・ウィンドメイ ト風速計 6団体    計 11団 体

4.学習船 「うみのこ」新船建造に伴 う寄付の実施
新しく建造される「うみのこ」の建造費用の一部にしていただくため、ハーバー

協議会から滋賀県に対し、 20, 000円 を寄付しました。
5。 オープンレースヘの参カロ呼びかけ

協議会力日入団体が、柳が崎ハーバーを会場に主催するオープンレースについて、

多くのセーラーの参加が得られるよう、そのPRに努めました。
6。 レース備品の貸し出し

平成 22年度に旧ディンギー部会のレース備品類を更新、協議会加入の団体がレ
ース開催の場合備品の貸し出しをしました。(2団体、 3回 )

平成 30031年 度役員選出 任期 :2年
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平成30年度 滋賀県立柳が崎ヨットハーバー艇庫利用者協議会

一般会計 収支予算書(案)
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1998年 7月 12日作成

滋賀県立柳が崎ヨットハーバー艇庫利用者協議会 会則

第 1章 名称
第 1条 本会は「滋賀県立柳が崎ヨットハーバー利用者協議会」と称する (以下艇庫協議会と

略称する)。

第 2条 艇庫協議会は事務局を代表団体の艇庫に置く。
第 2草 目的
第 3条 艇庫協議会はヨットスポーツの振興と普及を図るために、県立ヨットハーバーの運営

への協力、および利用者間の連絡と相互協力の推進を目的とする。またハーバー管理

者とハーバー利用に関する連絡窓日としての役割を担う。

第 3章 組織
第 4条 艇庫協議会は滋賀県立柳が崎ヨットハーバー艇庫利用者で組織する。
2.艇庫協議会の運営は当面、同艇庫利用団体 ログループの代表で行うものとする。

第 4草 役員
第 5条 艇庫協議会の役員は利用者団体、グループの代表から選出する。
第 6条 艇庫協議会の役員は次の通りとする
1.会長 1名  2.副 会長 1名  3.事 務局長 1名  4.会 計 1名
5.幹事 若干名 7.監 査役  1名

第 7条 役員の任期は 2年とする。
第 5章 会議
第 8条 艇庫協議会の運営、活動は毎年度初めの総会により決定する。
2.会長は必要により幹事会を招集し艇庫協議会運営、活動の内容を検討する。

第 6章 会計
第 9条 本会の会計年度は 4月 1日 より翌年の 3月 31日 までとする。
第 10条 本会の会計は各団体の負担する年会費、及びその他収入のあつた資金等を管理し、

運用する。

第 11条 本会の会費は団体単位とし年 2, 000円 とする。
第 12条 毎年総会時に会計監査を受けることとする。
第 7章 その他
第 13条 本会則に定めのない事項は総会により定める。

付員1 2010年 5月 23日付で全面改正する。
付則 2014年 11月 2日付で一部改正する。
付則 2015年 4月 1日付で一部改正する。
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平成 29年度活動時安全対策向上事業

配布機材まとめ

NO 艇庫N0 艇庫利用団体名 配布 (申込)機材

1-1 琵琶湖ヨットクラブ ウィン ドメイ ト風速計

２^ 1-2 湖翔 ヨッ トクラブ エアフェインダー(2本 )

つ
０ 1-5 京都府セー リング連盟 救命浮環

4 1-6 京都大学体育会ヨット部 ウィン ドメイ ト風速言十

5 1-7 大津市役所ヨット部 ウィンドメイ ト風速計

6 2-1 草津ヨット協会 エアフェインダー(2本 )

7 2-2 龍谷大学体育会ヨット部 ウインドメイ ト風速計

8 2-3 京都府立医科大学ヨット部 エアフェインダー(2本 )

9 2-4 関西医科大学ヨット部 ウィン ドメイ ト風速計

10 2-7 佛教大学体育会 ヨット部 エアフェインダー(2本 )

１
■
４
■ 2-8 ケロクスクラブ ウィンドメイト風速計

配布機材まとめ

配布機材 希望団体数

ミニジェットホーン 0

救命浮環 1

エアフェインダー(2本 1セット) 4

ウィン ドメイ ト風速計 6


